
COST STRUCTURE

ホールディングス化、

結局いくらかかる？

――  費用の実態を、イニシャル／ランニングで整理する

イニシャルコスト ランニングコスト 資金負担ゼロも可能

中小企業経営グループ |  経営戦略レポート



INTRODUCTION

費用は「イニシャル」と「ランニング」の

2つに分けて考える

ホールディングス化の費用は大きく、①イニシャルコスト（初期費用）と②ランニングコスト（運営費用）の 2つに分けられます。

特に非上場企業のグループ内再編では、会社法で認められた組織再編スキームを用いることで、株式の買取資金を使わず、実費以

外ほとんど費用をかけずに実行できる点が重要です。

① イニシャルコスト

初期費用

スキームの選び方次第で、資金負担は大きく変わる。株式譲渡

だけが多額の資金を要する。

② ランニングコスト

運営費用

ホールディングス会社も法人として維持コストがかかる。会計

・税務顧問料が中心。
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OVERVIEW

ホールディングス化で選ばれる4つのスキーム

株式譲渡のみ多額の資金が必要で、② 〜 ④は会社法の手続だけで資金を用いずに実行可能です。

スキーム 資金負担 専門家報酬の目安 特徴

① 株式譲渡 株式取得資金が必要
～100 万円
（＋株式買取資金）

高額になりやすく選ばれにくい

② 株式交換 資金不要 100 万〜 300 万円 資金を使わずまとめる代表スキーム

③ 株式移転 資金不要 100 万〜 150 万円 手続が比較的シンプル

④ 分社化（会社分割） 資金不要
200 万円〜
（内容により変動）

再編内容で費用が変動しやすい
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SCHEME DETAIL  ―  1/2

①株式譲渡 ／ ②株式交換

①株式譲渡

ホールディングス会社が事業会社の株式を買い取る方法。株式取

得資金が必要となるため、一般的には高額になります。

～100万円
（＋株式買取資金／専門家が株式異動のみ支援する場合）

資金負担が大きく、② 〜 ④に比べ選択されにくい手法。

②株式交換

既存会社の株式とホールディングス会社の株式を交換する方法。

資金を使わずに株式をまとめられる代表的なスキーム。

100万〜300万円
（会社法手続・公告・登記、株価算定などの専門家支援費用）

株式評価額の算定実務が複雑になる場合がある。
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SCHEME DETAIL  ―  2/2

③株式移転 ／ ④分社化（会社分割）

③株式移転

新たにホールディングス会社を設立し、既存会社の株式を移転す

る方法。手続が比較的シンプル。

100万〜150万円
（登記費用・公告費用・専門家支援費用）

4スキームの中でも進めやすい部類に入る。

④分社化（会社分割）

既存会社の事業を分割してホールディングス体制をつくる方法。

人員の移動、資産・負債の承継、事業の切り出しを伴う。

200万円〜
（再編内容次第で大きく変動）

再編内容に差があるため、費用が変動しやすいスキーム。
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COMMON COSTS

どのスキームでも共通してかかる「実費」

登記費用・登録免許税

数万円～ 20万円前後

官報公告費（債権者保護手続きが必要な場合）

3万円～ 5万円前後

これらの実費は比較的小さく、② 〜 ④のスキームを使う場合、株式買取資金はゼロ、実費も数万円 〜 数十万円で済むことが

ほとんどです。

中小企業経営グループ ・ ホールディングス化のコスト 06 / 10



INITIAL COST SUMMARY

イニシャルコスト、3つの総括ポイント

1
株式譲渡を使うと高額になりやすい

買取資金に加え、専門家報酬 100 〜 200 万円程度が必要になる。

2
株式交換・株式移転・分社化は実費のみで実行可能

専門家報酬は100 万〜 300 万円超まで、内容により変動する。

3
非上場企業のグループ再編では② 〜 ④が有利

株式買取資金を使わずに、初期資金負担を最小化できる。
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RUNNING COST

ホールディングス化後の運営費用

ホールディングス化後は、ホールディングス会社も法人として維持する必要があります。

会計・税務顧問料

決算・申告が必要になるため

年間 20万〜60万円程度

グループ管理の追加費用（任意）

連結管理／グループ会議体の整備／システム導入

年間数十万〜数百万円
（規模に依存）

最小構成であれば、追加費用はほとんど発生しません。
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AT A GLANCE

コスト早見表

初期費用

実費中心（数万円〜）

＋専門家報酬（100〜300万前後）

株式交換・株式移転・分社化なら株式買取資金は不要。実費は

数万円〜 数十万円で収まることがほとんど。

運営費用

年間 20万〜60万円が標準

会計・税務顧問料が中心。連結管理やシステム導入など管理を

強化する場合は 60〜 200 万円程度まで拡大する。
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CONCLUSION

非上場企業なら、資金を使わずに

ホールディングス化できる

初期費用は実費中心（数万円 〜 ）＋専門家報酬 100〜 300万前後、運営費用は年間 20〜 60万円が標準です。株式買取資

金を使わず、会社法スキームのみでホールディングス化できるため、費用対効果の高い再編手法として活用しやすく

なります。

初期費用

実費〜300万円

運営費用

年間20〜60万円

資金負担

スキーム次第でゼロ
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FREE CONSULTATION

ホールディングス化・組織再編

の壁打ちを無料で実施中

事業承継後のさらなる成長に向けて、ホールディングス化をご検討中の経営者様へ。現状をお伺い

しながら、貴社に適した選択肢を無料でご相談頂けます。

また、先代から会社を引き継ぎ、次の成長戦略をお考えの方には、ホールディングス化の可能性や

効果を、事例を交えながらご説明させて頂きます。

壁打ち相談 30 分

希望者には別途フォロー可能

相談テーマが未定でも問題ありません

申し込みはこちら

https://holdings.sm -biz.co.jp/#cta

中小企業経営グループ ·  ホールディングス化の意義 10 / 10


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11

